
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期ボランティア活動が始まりました。今回訪問させていただいたのは，甲府市立舞鶴小学校（校長相河竜治

先生，児童数３０４人）です。甲府市教育委員会では，現在８６人の学生が教育ボランティアの活動をしていま

す。その中でも舞鶴小学校は一番多く，８人が活動しています。当日は，お忙しい中にもかかわらず，校長先生，

小池礼治教頭先生，ボランティア担当の樋川祐司教務主任が対応してくださいました。また，甲府市教育委員会

の伊藤宏紀指導主事も共に，学生のボランティア活動の様子を参観しました。 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  教育ボランティア活動から学んだこと・気づいたこと              赤松ゆうみ 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年１１月２４日   教職支援室 

教育ボランティアだより №２０ 

甲府市立舞鶴小学校・・・１１月１５日（火）訪問 

 ３校時は，６年２組の音楽の授業を参観しました。ここ

では今井悠さん（生活社会教育コース３年）が教育ボラン

ティア活動をしていました。また，４校時は，不登校児童

対応をしている赤松ゆうみさん（大学院教科教育専攻芸術

文化コース２年）の活動を参観しました。今井さんは，教

育実習をこの舞鶴小学校で行い，赤松さんも，学部２年次

の時からこの舞鶴小学校でボランティア活動をしている

ということもあって，二人とも子どもたちとの関わりが自

然で，それぞれの良いところを発揮しながら効果的な活動

をしているという印象でした。 

 

 ボランティア担当 樋川祐司教務主任の話 

二人とも実習を経験していることもあり，子どもたちとのコミュニケーションがよく取れていて，関わり方も

よく，信頼関係もできているように感じます。生き生きと指導していて，子どもたちへの指示もはきはきとしっ

かりできています。本校は，教育実習受入れ校でもあるので，実習を経験した学生が改めて現場の指導を経験す

るよい場となっています。また，若い学生が入ることによって，コミュニケーションが苦手な子もうまく取れる

ようになり，学生の支援を希望する先生方も多いです。学生自身も良い刺激になっていて，実習後のボランティ

ア活動は大変有効です。教育実習とボランティア活動の接続がとてもうまくいっていると思います。 


